
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で

す
。

　

設
立
に
当
っ
て
は
、
現
下
の
非
常
に
厳

し
い
当
県
の
経
済
・
雇
用
情
勢
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
百
十
九
社
の
事
業
主
の
方
々
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
犯
罪
や

非
行
を
行
っ
た
人
た
ち
に
就
労
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
更
に
多
く
の
事
業

主
の
方
々
の
御
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

会
員
の
開
拓
に
努
め
る
と
と
も
に
、
犯
罪

や
非
行
を
行
っ
た
人
た
ち
を
雇
用
い
た
だ

い
た
会
員
へ
の
助
成
等
も
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
引
続
き
、
関
係
機
関
・
団
体
、

事
業
主
の
皆
様
方
の
御
理
解
と
御
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
当
会
の
充
実
・
発
展

に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

末
尾
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方
の

益
々
の
御
活
躍
並
び
に
御
健
康
と
御
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
と
新
年

の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
き
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
二
月
十
三
日
、
ア
キ
タ

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
秋
田

県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会
（
以
下

「
当
会
」
と
い
い
ま
す
。）
設
立
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
会
長
に
御
推
挙
い
た
だ
き
、

就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
重
責
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
御
支
援
と
御

高
配
を
い
た
だ
き
、
事
業
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
犯
罪
や
非
行
を
行
っ
た
人

た
ち
が
善
良
な
社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち

直
る
た
め
に
は
、
就
労
し
て
経
済
的
に
自

立
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
当
会
は
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
就
労
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
犯
罪
や
非
行

に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
支
援
し
、
ひ

い
て
は
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
に
寄
与

秋
田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

秋
田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会

会　

長　

小　

畑　
　
　

悟

厳冬に冴える芙蓉峰
写真提供：櫻田　元宏

秋　田　更　生　保　護（1）第 49 号 平成 21 年 1 月 26 日

更生保護法人
秋田県更生保護援護協会
（編集）
秋田更生保護編集委員会
（題字）
　小　熊　良　悦
（印刷）
　アクティス

第　49　号
発　行　所

秋田市山王7－1－2



第
59
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
標
語

一
般
募
集
の
入
選
作
品

◆
最
優
秀
賞
（
法
務
大
臣
賞
）

「
あ
や
ま
ち
は　

繰
り
返
さ
な
い　

見
逃
さ
な
い
」

山
本　

純
子
（
愛
知
県
）

◆
優
秀
賞
（〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
中

央
実
施
委
員
会
委
員
長（
法
務
事
務
次
官
）賞
）

「
立
ち
直
る　

決
意
を
励
ま
し　

支
え
る
社
会
」

原　

峻
一
郎
（
佐
賀
県
）

◆
優
秀
賞
（〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
中

央
実
施
委
員
会
委
員
長（
法
務
事
務
次
官
）賞
）

「
大
丈
夫
！
地
域
の
励
ま
し　

心
の
支
え
」

宮
森　

一
男
（
東
京
都
）

◆
特
別
賞
（
更
生
保
護
法
人
日
本
更
生
保
護
協

会
理
事
長
賞
）

「
見
逃
さ
な
い　

は
じ
め
の
小
さ
な　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
」

鎌
田　

理
恵
（
埼
玉
県
）

◆
特
別
賞
（
更
生
保
護
法
人
日
本
更
生
保
護
協

会
理
事
長
賞
）

「『
待
っ
て
る
よ
』　

許
す
勇
気
と　

つ
ぐ
な
う
心
」

宇
田
村
陽
子
（
広
島
県
）

◆
特
別
賞
（
更
生
保
護
法
人
日
本
更
生
保
護
協

会
理
事
長
賞
）

「
更
生
へ　

支
え
る
社
会
と　

応
え
る
あ
な
た
」

楠
畑　

正
史
（
大
阪
府
）

第
58
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞
中
央
実

施
委
員
会

入
賞
お
め
で
と
う
！

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

（
中
央
実
施
委
員
会
）

（
全
国
連
合
小
学
校
長

会
会
長
賞
）
優
秀
賞

秋
田
市
立
日
新
小
学
校

六
年　

佐
々
木
智
紀

「
声
を
か
け
合
う
こ
と

の
大
切
さ
」

◆
研
修
会
開
催

　

一

月

二
十
一
日
秋

田
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に

お
い
て
当
協

会
の
研
修
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講

演
は
秋
田
保

護
観
察
所
長

よ
り
「
協
力
雇
用
主
会
」
を
テ
ー
マ
に
御

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
理
事

の
皆
様
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
県
レ
ベ

ル
で
の
協
力
事
業
主
の
組
織
化
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
大
変
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

平
成
二
十
年
七
月
以
降
に
ご
寄
附
を
寄

せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金　

二
十
万
円

村
山　

儀
孝
様　
　

三
浦　

昭
一
様

村
岡　

兼
幸
様　
　

沢
木　

則
明
様

斉
藤　
　

満
様　
　

細
谷　

重
直
様

片
岡　

紀
夫
様　
　

加
賀
谷
文
秋
様

小
熊　

良
悦
様　
　

小
畑　
　

悟
様

渋
谷　

直
人
様　
　

國
安　

教
善
様

大
内　

ハ
ナ
様　
　

辻　
　

良
之
様

一
金　

十
万
円

藤
原　

興
道
様　
　

八
島　

國
雄
様

工
藤
嘉
左
衛
門
様

一
金　

六
万
円

曹
洞
宗
保
護
司
連
合
会
秋
田
県
支
部
様

一
金　

五
万
円

畠
山　

哲
美
様

一
金　

三
万
円

小
泉　

環
子
様　
　

武
田
ミ
サ
オ
様

畠
山　

重
弘
様

賛
助
会
員
を募集

し
て
お
り
ま
す
。

◆
第
二
回
理
事
会

○
日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
九
日

○
場
所　

秋
田
保
護
観
察
所

○
主
な
協
議
事
項

・
第
四
十
一
回
秋
田
県
更
生
保
護
研
修
大

会
実
施
要
綱
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て

・
会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
―
欠
員
理

事
一
名
補
充

・
学
校
と
保
護
司
と
の
連
携
に
対
す
る
助

成
金
に
つ
い
て
―
北
秋
田
・
男
鹿
・
大

曲
／
角
館
へ
配
分

・
秋
田
更
生
保
護
六
十
年
史
の
編
集
等
に

つ
い
て

・
協
力
雇
用
主
の
開
拓
に
つ
い
て

・
今
年
度
の
会
長
等
交
流
研
修
会
に
つ
い
て

◆
第
一
回
秋
田
更
生
保
護
六
十
年
史
編
集

委
員
会

○
日
時　

平
成
二
十
年
九
月
十
九
日

○
場
所　

秋
田
保
護
観
察
所

○
主
な
協
議
事
項

・
編
集
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
決
定

・
発
刊
の
趣
旨
・
収
支
予
算
及
び
発
刊
年
月

日
等
に
つ
い
て
―
平
成
二
十
二
年
三
月

◆
青
森
保
護
司
会
連
合
会
と
の
交
流
会

○
日
時　

平
成
二
十
年
十
月
二
十
三
日

○
場
所　

秋
田
保
護
観
察
所

○
主
な
協
議
事
項

・
社
明
モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て

・
県
更
生
保
護
研
修
大
会
に
つ
い
て

・
協
力
雇
用
主
の
開
拓
と
青
森
県
更
生
保

護
事
業
協
力
雇
用
主
会
に
つ
い
て

◆
各
地
区
会
会
長
等
交
流
研
修
会

○
日
時　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
五
日

〜
二
十
六
日

○
場
所　

仙
北
市
角
館
・
花
葉
館

○
主
な
協
議
事
項

・
秋
田
県
更
生
保
護
研
修
大
会
の
在
り
方

に
つ
い
て

・
ブ
ロ
ッ
ク
別
社
明
モ
デ
ル
地
区
・
ブ
ロ
ッ

ク
別
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
に
つ
い
て

・
秋
田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会

設
立
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

援護協会研修会
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近
年
、
犯
罪
が
深
刻
な
脅
威
と
し
て
社

会
の
重
大
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

凶
悪
犯
罪
が
国
民
に
与
え
る
不
安
は
大
き

く
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
特
に
こ
こ
数

年
来
、
地
域
社
会
を
震
撼
さ
せ
る
重
大
事

件
が
各
地
に
お
い
て
相
次
い
で
い
る
こ
と

は
、
地
域
住
民
の
非
行
や
犯
罪
に
対
す
る

不
安
を
募
ら
せ
、
安
全
・
安
心
な
社
会
の

実
現
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
時
に
あ
っ
て
更
生
保
護

制
度
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
、
本
年
六
月

一
日
か
ら
更
生
保
護
法
が
全
面
施
行
さ
れ
、

新
た
な
時
代
に
入
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら

な
る
更
生
保
護
事
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
第
四
十
一
回

秋
田
県
更
生
保
護
研
修
大
会
は
県
下
更
生

保
護
関
係
者
三
百
八
十
余
名
と
一
般
市
民

が
秋
田
市
文
化
会
館
に
集
い
、
識
見
と
処

遇
能
力
の
向
上
に
努
め
、
功
労
者
の
顕
彰

を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
更
生
保
護
事
業
の

一
層
の
充
実
と
発
展
を
誓
い
合
っ
た
。

　

大
会
は
第
五
十
八
回
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
秋
田
県
実

施
委
員
長
表
彰
入
賞
作
品
の
朗
読
か
ら
始

ま
っ
た
。

　

最
初
に
、
小
学
校
の
部
、
優
秀
賞
の
秋

田
市
立
日
新
小
学
校
六
年
佐
々
木
智
紀
く

ん
か
ら
「
声
を
か
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」

と
い
う
題
で
、
元
気
に
発
表
し
た
。

　

中
学
校
の
部
の
優
秀
賞
、
潟
上
市
立
天

王
中
学
校
三
年
伊
藤
莉
那
さ
ん
は
「
人
が

人
を
変
え
る
」
と
い
う
題
で
、
朗
読
も
実

に
堂
々
と
し
て
立
派
だ
っ
た
。

　

優
秀
賞
の
受
賞
者
に
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
秋
田
県
実
施
委
員
長
（
秋

田
県
知
事
）
か
ら
記
念
の
楯
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
石
川
好
氏
（
作
家
・
ノ
ー
ス

ア
ジ
ア
大
学
客
員
教
授
）
が
「
地
域
は
ど

の
よ
う
に
し
て
犯
罪
を
防
ぐ
の
か
」
と
題

し
て
講
演
し
「
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
等

に
お
け
る
刑
務
所
生
活
の
実
態
等
に
ふ
れ
、

◆
第
二
回
秋
田
県
更
生
保
護
六
十
年
史
編

集
小
委
員
会

○
日
時　

平
成
二
十
年
十
二
月
九
日

○
場
所　

秋
田
保
護
観
察
所

○
主
な
協
議
事
項

・
内
容
（
目
次
）
に
つ
い
て
確
認

・
委
員
の
作
業
分
担
に
つ
い
て

◆
東
北
管
内
県
保
護
司
会
連
合
会
長
・
事
務

局
長
等
会
議
が
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
。

○
日
時　

平
成
二
十
年
十
二
月
十
一
日
〜

十
二
日

○
場
所　

青
森
市
・
雲
谷

○
主
な
内
容
・
協
議
事
項

一
、
更
生
保
護
制
度
施
行
六
十
周
年
記
念
・

第
二
十
七
回
東
北
地
方
更
生
保
護
大
会

に
つ
い
て
―
平
成
二
十
一
年
十
一
月
四

日
盛
岡
市
で
開
催
決
定

二
、
平
成
二
十
年
度
に
開
催
さ
れ
た
保
護

司
等
活
動
推
進
研
究
会
に
お
け
る
協
議

事
項
に
つ

い
て

⑴
保
護
司

活
動
拠
点

の
整
備
・

地
方
公
共

団
体
と
の

連
携
等
に

つ
い
て

⑵
保
護
観

察
対
象
者
の
就
労
の
促
進
（
協
力
雇

用
主
の
確
保
、
組
織
化
等
を
含
む
）

に
つ
い
て

⑶
地
域
が
関
係
機
関
、
団
体
等
の
理
解

を
得
る
た
め
の
広
報
活
動
の
展
開
方

策
に
つ
い
て

⑷
こ
れ
ま
で
の
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〞
の
実
績
を
踏
ま
え
、
今
後
、
同

運
動
が
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
推
進

方
策
に
つ
い
て

三
、
各
県
保
護
司
会
連
合
会
の
実
績
に
つ
い
て

⑴
直
面
し
て
い
る
諸
問
題

・
保
護
司
適
任
者
（
若
年
保
護
司
）

の
確
保
に
つ
い
て

・
就
労
支
援
の
推
進
に
関
し
て

・
県
単
位
の
協
力
雇
用
主
組
織
の
設

立
等
に
つ
い
て

四
、
ま
と
め
（
講
評
）

・
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
山
田
憲
児

委
員
長

第
四
十
一
回
秋
田
県
更
生
保
護
研
修
大
会

法務大臣表彰受賞の皆さん

東北協議会

更生保護制度施行60周年記念大会

第42回秋田県更生保護大会

平成21年11月26日（木）
秋田市文化会館
にて開催されます
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観
察
所
の
観
は
観
世
音
菩
薩
の
観

　

保
護
観
察
所
の「
観
」は
観
世
音
菩
薩
の「
観
」

に
由
来
す
る
と
聞
か
さ
れ
、
保
護
観
察
官
は
、

全
て
そ
の
よ
う
な
人
達
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
尊

敬
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

指
導
を
受
け
た
中
で
も
印
象
に
残
っ
た
二
人

の
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
の
前
に
、
図
書
館
で
、
あ
る
月
刊
誌
に
「
悲

観
」
と
「
慈
観
」
と
題
し
て
次
の
一
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。

　

観
音
経
に
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
五
つ
も

の
見
方
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
五
観
の
う
ち
で
中
心
に
な
る
の
が
「
悲

観
」
と
「
慈
観
」
と
考
え
ま
す
。

　
「
悲
観
」
と
は
、
苦
し
ん
で
い
る
人
か
ら
悲
し

み
を
と
っ
て
助
け
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
あ
た
た

か
い
い
た
わ
り
の
「
目
」。

　
「
慈
観
」
は
苦
し
み
を
乗
り
越
え
て
頑
張
っ
て

い
る
人
を
励
ま
す
「
優
し
い
目
」。

　

私
た
ち
の
生
活
の
根
幹
を
な
す
べ
き
は
、「
悲

観
」
と
「
慈
観
」。
す
な
わ
ち
「
慈
悲
の
心
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

心
を
痛
め
る
よ
う
な
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ

れ
る
昨
今
。

　

お
互
い
を
思
い
や
り
住
み
や
す
い
社
会
を
作

る
た
め
に
、
今
こ
そ
「
こ
の
慈
悲
の
心
」
を
持

つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
当
時
、
清
水
寺
名
誉
官
長
松
本
大
圓
）

　

一
人
は
Ｎ
保
護
観
察
官
で
す
。

　

保
護
司
に
な
り
た
て
の
頃
、生
意
気
に
も
、「
何

こ
の
少
年
、
俺
が
何
と
か
し
て
や
る
」
と
血
気

盛
ん
で
し
た
が
、
嘘
は
つ
か
れ
る
わ
再
非
行
に

走
ら
れ
る
わ
。
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
有
様
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
柔
和
な
ま
な
ざ
し
で
根

気
よ
く
少
年
と
接
触
し
善
導
す
る
姿
に
、
す
っ

か
り
魅
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
青
森
少
年
院
や
置
賜
学
院
に
、
少

年
と
の
面
接
に
出
張
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
い

く
ら
か
保
護
司
が
身
に
つ
い
て
い
っ
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

当
地
区
の
会
長
も
す
っ
か
り
惚
れ
て
し
ま
い
、

も
う
一
年
自
地
区
担
当
に
置
い
て
く
れ
と
観
察

所
長
に
嘆
願
す
る
有
様
。
も
っ
と
も
、
女
性
保

護
司
の
人
気
も
抜
群
で
し
た
。

　

私
は
、
公
務
員
は
、
転
勤
が
出
世
に
つ
な
が
っ

て
ゆ
く
の
だ
か
ら
と
反
対
し
た
も
の
の
、
所
長

も
や
む
を
え
ず
留
任
さ
せ
ら
れ
、
三
年
間
置
か

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
変
気
の
毒
な
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
た
な
と
反
省
し
て
い
る
次
第
。

　

小
柄
な
方
で
（
私
か
ら
見
て
）
し
た
が
、
い

つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
優
し
い
顔
立
ち
の
ま
さ
に

「
慈
悲
心
」
を
お
持
ち
の
方
で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
か
た
、
Ｈ
観
察
課
長
で
す
。

　

事
情
が
あ
っ
て
、
途
中
退
任
し
よ
う
と
身
分

証
明
書
や
バ
ッ
ヂ
を
持
っ
て
お
伺
い
し
た
と
こ

ろ
、や
め
る
な
と
説
得
さ
れ
、以
来
十
年
も
勤
務
、

ト
ー
タ
ル
で
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
や
め
て
い
た
ら
、今
の
私
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
叙
勲
の
栄
に
も
浴
す
る
こ

と
が
で
き
、
ど
ん
な
に
感
謝
し
て
も
言
い
つ
く

せ
な
い
感
じ
で
す
。

「
俯
観
撮
影
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
上
か

ら
広
く
見
ら
れ
、
大
き
な
立
場
か
ら
内
外
共
に

的
確
な
判
断
を
さ
れ
対
処
さ
れ
た
お
二
人
で

あ
っ
た
と
追
憶
の
念
し
き
り
で
す
。

　

卒
業
す
る
に
当
た
っ
て
の
心
境
二
句
。

「
脱
却
篭
頭
角
駄
」（
馬
の
口
か
せ
を
外
し
、
荷

物
を
お
ろ
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
。）

「
老
倒
疎
慵
無
事
日
安
眠
高
臥
対
青
山
」

元
保
護
司　

桑
山　

忠
雄

一
筆
□
上
啓

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
今
後
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
と
り
あ
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
薦
・

他
薦
を
問
わ
ず
、
ど
し
ど
し
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

受賞者を代表して瀧村富雄氏の謝辞

更
生
保
護
は
日
本
の
文
化
、
社
会
構
造
か

ら
し
て
大
都
市
で
は
大
変
や
り
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
不
満
や
問
題
を

吸
い
上
げ
る
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
更
生
保
護
関
係
者
は
活
動
を
更

に
充
実
す
る
た
め
に
、
裁
判
を
傍
聴
す
る

こ
と
を
提
言
。

○
叙
勲
褒
章
（
更
生
保
護
功
労
）

　

・
瑞
宝
双
光
章 

三
名

　

・
藍
綬
褒
章 
三
名

○
法
務
大
臣
表
彰 
十
二
名

○
法
務
大
臣
感
謝
状
（
民
間
協
力
者
）一

名

そ
の
他

○
保
護
司 

一
七
四
名

○
内
助
功
労
者 

二
五
名

○
更
生
保
護
女
性
会
員 

一
四
二
名

○
認
可
事
業
者
等
役
職
員 

三
名

○
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
入
賞
者 

六
名

　

以
上
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、
感

謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
受

賞
者
を
代
表
し
て
鹿
角
地
区
保
護
司
会
の

瀧
村
富
雄
保
護
司
か
ら
丁
重
な
謝
辞
が
あ

っ
た
。

　

続
い
て
、
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会

の
山
田
憲
児
委
員
長
は
じ
め
四
名
の
方
々

か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。
次
に
「
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現
は
、
私

た
ち
す
べ
て
の
願
い
で
す
。（
以
下
省
略
）

と
い
う
大
会
宣
言
を
県
保
護
司
会
連
合
会

副
会
長
藤
原
興
道
が
声
高
ら
か
に
読
み
上

げ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
柴
田
喜
美
男
県
保
連
副
会
長

の
閉
会
の
言
葉
に
よ
り
第
四
十
一
回
秋
田

県
更
生
保
護
研
修
大
会
が
盛
会
の
う
ち
に

全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
研
修
大
会
の
準
備
・
運
営
は

秋
田
地
区
保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会

の
献
身
的
な
協
力
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。 

（
文
責　

田
沼
）

表彰者への楯の授与

石川好氏による講演
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宮原会長あいさつ（桂城公園）

鼓笛隊によるパレード

目黒会長あいさつ（開会式）
（北秋田）

大仙警察署　武藤哲朗署長挨拶

第一分科会討論状況（中仙ドンパル）

明るい社会を築く真剣なまなざし
（北秋田）

パレード先頭大館地区保護司会

ちびっこも参加し
て（本荘）

分科会の報告（男鹿）

熱心に資料を読んでます（男鹿）

第三分科会討論状況

講演の模様（稲川中）

成章中学校門前キャンペーン

モデル地区フォーラム in 鳥海

いよいよこれから始まりです（男鹿）

分科会のはじまりです

社明モデル稲川中学校にて開催

“ 社明 "＆ブロック研究会　写真集
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処
遇
の
状
況「
受
け
入
れ
か
ら
退
会（
自
立
）

ま
で
の
歩
み
」

　

厳
し
い
経
済
・
社
会
情
勢
が
長
引
く
中

で
、
更
生
保
護
施
設
に
入
所
を
希
望
す
る

人
た
ち
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
改

善
更
生
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
で
き
る

だ
け
多
く
受
け
入
れ
、
自
立
更
生
に
導
く

た
め
の
処
遇
を
行
う
こ
と
な
ど
、
当
秋
田

至
仁
会
も
更
生
保
護
施
設
と
し
て
、
一
層

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
処
遇
の
状

況
と
し
て

一　

受
け
入
れ
の
準
備
、「
相
手
を
よ
く
知

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
象
者
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
ま
す
。
保
護
観
察
所
か

ら
の
身
上
調
査
等
関
係
書
類
を
精
査
し
、

ま
た
矯
正
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
は
、

保
護
観
察
所
と
相
談
の
上
、
矯
正
施
設

に
赴
き
、
本
人
と
の
面
接
、
さ
ら
に
は

矯
正
施
設
職
員
か
ら
も
情
報
を
得
る
な

ど
、
受
け
入
れ
の
準
備
を
整
え
ま
す
。

二　

処
遇
の
開
始
、
特
に
、
施
設
で
の
生

活
の
意
義
を
理
解
さ
せ
自
立
更
生
を
高

め
、
ま
た
退
所
時
ま
で
の
自
立
に
向
け

た
生
活
目
標
（
更
生
計
画
）
を
設
定
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
導
入
面
接
を
実

施
し
ま
す
。

三　

処
遇
の
経
過
等
、
導
入
面
接
等
の
結

果
を
踏
ま
え
、
被
保
護
者
個
別
の
処
遇

計
画
書
に
基
づ
く
、
自
立
に
向
け
た
進

捗
状
況
（
特
に
生
活
基
盤
と
な
る
就
労
、

自
立
資
金
の
確
保
の
状
況
）
を
確
認
し
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
」

秋
田
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会

渡
辺　

純
子

正
木　

陽
子

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
」は
、

「
あ
き
た
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
」
と
い
う
子

育
て
情
報
誌
を
発
刊
し
て
い
た
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
！
の
メ
ン
バ
ー
と
合
同
で
二
〇
〇
四

年
か
ら
始
め
た
、
子
育
て
支
援
事
業
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

二
〇
〇
八
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
に

行
わ
れ
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
！
」
で
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年

参
加
は
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
準
備
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
携
わ
る
の
は
今
回
が
初
め
て

の
こ
と
で
し
た
。

　

さ
て
、
日
時
は
決
ま
っ
た
も
の
の
内
容

と
な
る
と
小
さ
な
子
供
か
ら
手
が
離
れ
て

い
る
我
々
で
は
名
案
が
思
い
つ
か
ず
、
現

役
子
育
て
中
の
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
ス
タ
ッ

フ
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
て
、
何
度
も
打

ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。

　

毎
年
、
歌
や
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の

ほ
か
に
、
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
オ
ー
ナ

メ
ン
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
何
に

し
よ
う
か
と
、
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら

試
作
品
を
作
っ
て
考
え
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
今
回
は
ス
ー

パ
ー
の
袋
に
新
聞

紙
を
入
れ
て
ス
ー

パ
ー
雪
だ
る
ま
を

作
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
果
た
し

て
う
ま
く
い
く
の

で
し
ょ
う
か
？
子

供
達
の
喜
ん
で
く

れ
る
顔
を
思
い
な

保
護
観
察
所
と
連
携
し
、
適
切
な
助
言
、

指
導
を
行
う
な
ど
効
果
的
な
処
遇
に
努

め
て
い
る
。
し
か
し
、
処
遇
計
画
に
添

っ
て
進
行
し
な
い
高
齢
、
障
害
者
等
に

つ
い
て
は
そ
の
都
度
、
福
祉
機
関
に
支

援
を
求
め
る
な
ど
し
な
が
ら
、
自
立
の

促
進
を
図
っ
て
い
る
。

四　

退
所
（
自
立
）、
被
保
護
者
が
施
設
に

在
所
中
に
更
生
の
妨
げ
と
な
る
生
活
課

題
や
問
題
を
解
決
し
、
更
生
に
ふ
さ
わ

し
い
環
境
で
再
出
発
で
き
る
よ
う
保
護

観
察
所
と
協
議
し
な
が
ら
、
退
所
（
自

立
）
の
時
期
、
退
所
後
の
帰
住
先
の
調

整
等
を
行
い
ま
す
。
更
生
の
妨
げ
と
な

っ
て
い
た
生
活
上
の
負
因
が
除
去
さ
れ
、

施
設
で
の
保
護
の
必
要
が
な
く
な
っ
た

時
に
、
円
満
に
退
所
（
自
立
）
し
て
い

き
ま
す
。
被
保
護
者
が
社
会
の
一
員
と

し
て
自
立
し
て
い
く
姿
を
見
る
こ
と
は

職
員
に
と
っ
て
な
に
よ
り
の
喜
び
で
あ

り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
秋
田
至
仁
会
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
達
を
自
立
更
生
さ
せ

て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
に
極

め
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を

も
っ
て
各
職
員
が
、
処
遇
に
当
た
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　

十
月
二
日
〜
三
日
、
青
森
県
浅
虫
観
光

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
連
盟
よ

り
太
田
会
長
他
十
七
名
の
会
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
主
題
の
「
社
会
支
援
と
し
て
の

更
生
保
護
女
性
会
の
実
践
的
な
活
動
に
つ

い
て
」
四
分
科
会
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
、
二
日
目
に

「
人
と
な
る
こ
と
」
と
題
し
て
東
北
地
方
更

生
保
護
委
員
会
山
田
憲
児
委
員
長
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修
会

　

十
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
の
三
日
間
、

東
京
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
二
ツ
井
地
区
武
田
佐
知
子

会
長
、
鹿
角
地
区
山
谷
朝
子
会
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

狩
野
安
新
会
長
よ
り
の
講
義
の
後
「
新

更
生
保
護
法
」
と
更
女
の
あ
り
方
に
つ
い

て
部
会
討
議
が
行
わ
れ
、
意
見
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　

十
一
月
二
十
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
全
県
各
地
区
か
ら
一
〇
九
名
の

会
員
が
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会
、

中
央
研
修
会
の
各
分
科
会
の
報
告
が
あ
り

こ
こ
か
ら
は
、
秋
田
保
護
観
察
所
の
当
摩

敏
広
所
長
よ
り
「
就
職
支
援
と
更
生
保
護

女
性
の
会
の
役
割
」
と
題
し
て
の
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
盟
の
歌
「
陽
ざ
し
の
中
で
」
の
作
詞

作
曲
者
津
雲
優
氏
の
歌
と
ト
ー
ク
「
創
作

活
動
に
お
け
る
・
楽
し
さ
・
苦
し
さ
」
を

伺
い
、
な
ご
や
か
な
中
で
研
修
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

秋　
田　
至　
仁　
会

クリスマスでOSANPOのスタッフ
（秋田市遊学舎）
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が
ら
、
は
り
き
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
締
め
切
り
間
近
に

な
っ
て
も
参
加
申
し
込
み
が
少
な
く
、
こ

の
ま
ま
で
は
ス
ー
パ
ー
雪
だ
る
ま
の
出
番

な
し
か
と
心
配
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
う
れ
し
い
事
に
五
回
目
を
迎
え
た

「
ク
リ
ス
マ
ス
で
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
」
の
リ

ピ
ー
タ
ー
と
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
！
ス
タ
ッ
フ

の
人
脈
に
よ
り
、
親
子
で
約
二
〇
〇
名
も

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ゲ
ー
ム
、
紙
芝
居
、
工
作
と

笑
顔
の
絶
え
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
ス
ー
パ
ー
雪
だ
る
ま
の

作
成
で
す
。
入
園
前
の
子
供
達
に
は
少
し

難
し
か
っ
た
の
か
、
親
子
で
悪
戦
苦
闘
す

る
姿
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
そ
こ
で
、
わ
れ
ら
が

更
女
の
ス
タ
ッ
フ
の
出
番
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｐ

Ｏ
！
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
で
無
事
に
時
間

内
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

　

で
き
あ
が
っ
た
雪
だ
る
ま
は
、
作
る
子

供
に
よ
っ
て
表
情
も
様
々
。
遊
学
舎
の
ホ

ー
ル
に
は
沢
山
の
雪
だ
る
ま
が
並
び
ま
し

た
。

　

帰
り
に
は
赤
い
エ
プ
ロ
ン
の
更
女
の
サ

ン
タ
よ
り
お
土
産
を
も
ら
い
、
子
供
達
は

満
足
そ
う
に
笑
顔
で
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
の
帰
り
の
車
の
列
で
は
、
あ
の
雪
だ
る

ま
が
車
内
か
ら
こ
ち
ら
を
見
て
い
ま
し
た
。

子
供
達
の
笑
顔
と
雪
だ
る
ま
の
顔
が
並
ん

で
、
こ
ち
ら
も
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
こ
の
事
業
に

参
加
で
き
て
子
供
達
か
ら
温
か
い
心
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
と
び
き
り
の
笑
顔
で
参

加
し
て
く
れ
た
子
供
達
に
心
よ
り
感
謝
し

て
い
ま
す
。

◆
キ
ャ
ピ
ッ
ク
展
（
一
日
）

　

七
月
六
日
、
秋
田
刑
務
所
で
開
催
。
学

生
会
員
が
多
数
参
加
。

◆
第
五
十
八
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

月
間

　

七
月
一
日
、
秋
田
駅
に
お
い
て
第

五
十
八
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
駅
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
る
。

◆
第
六
十
一
回
全
国
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会
・
第

四
十
九
回
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
中
央
研
修
会

　

九
月
二
十
日
〜
二
十
二
日
に
亘
り
、
更

生
保
護
会
館
に
お
い
て
、
第
六
十
一
回
全

国
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会
並
び
に
第
49
回
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

員
中
央
研
修
会
が
行
わ
れ
る
。
県
Ｂ
連
事

務
局
長
の
加
藤
美
和
子
会
員
と
秋
田
地
区

の
越
前
屋
美
緒
会
員
が
参
加
。

◆
平
成
二
十
年
度
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
第

一
回
研
修
会

　

十
二
月
十
四
日
、
青
少
年
交
流
セ
ン
タ

ー
（
ユ
ー
ス
パ
ル
）
に
お
い
て
、
県
Ｂ
Ｂ

Ｓ
連
盟
第
一
回
研
修
会
を
開
催
。
本
研
修

会
は
日
立
み
ら
い
財
団
の
更
生
保
護
支
援

事
業
と
し
て
行
わ
れ
、
大
分
特
別
支
援
教

育
フ
リ
ー
リ
ー
の
副
理
事
長
の
大
内
博
文

氏
を
講
師
に
「
発
達
障
害
者
の
理
解
と
対

応
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
義
と
演
習
を
実

施
。
学
生
会
員
を
中
心
に
能
代
や
美
郷
地

区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
か
ら
約
二
十
名
の
会
員
が
参

加
す
る
。

◆
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
青
年
教
室

　

青
少
年
の
健
全
育
成
・
自
立
支
援
活
動

と
し
て
「
心
の
ケ
ア
」
を
目
的
に
青
年
教

室
を
開
講
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
青
少
年
た
ち
と
地
域

の
伝
統
行
事
、
清
掃
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
交
流
を
行

っ
て
い
る
。友
達
活
動
の
少
年（
現
在
二
人
）

も
参
加
す
る
予
定
。

　

少
年
や
利
用
者
か
ら
の
関
心
が
非
常
に

強
く
、
参
加
者
は
総
勢
で
毎
月
、
三
十
名

を
超
え
る
盛
況
振
り
。

　

ク
ー
ル
の
名
称
「
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
」

に
は
「
気
楽
に
い
こ
う
」
の
意
味
が
あ
る
。

秋
田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会
設

立
に
つ
い
て

秋
田
保
護
観
察
所
処
遇
部
門

　

無
職
保
護
観
察
対
象
者
の
再
処
分
率
が
、

有
職
保
護
観
察
対
象
者
の
五
倍
に
も
達
し

て
い
る
と
い
う
統
計
結
果
を
受
け
、
法
務

省
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
連
携
し
、
平
成

十
八
年
四
月
か
ら
、
刑
務
所
出
所
者
等
就

労
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
庁
に
お
き
ま
し
て
も
、
秋
田
労
働
局
、

秋
田
県
内
の
各
公
共
職
業
安
定
所
等
と
連

携
を
と
り
、
同
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
実
際
に
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に

は
、
前
歴
を
承
知
で
雇
用
い
た
だ
け
る
多

く
の
事
業
主
の
方
々
の
御
協
力
が
ど
う
し

て
も
不
可
欠
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
十
年
七
月
、
当
庁

管
内
の
各
地
区
保
護
司
会
及
び
更
生
保
護

女
性
の
会
に
、
前
歴
を
承
知
で
雇
用
い
た

だ
け
る
事
業
主
＝
協
力
雇
用
主
の
開
拓
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
百
社
以
上

の
事
業
主
の
方
々
に
、
御
協
力
い
た
だ
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
り
し
も
、
東
京
で
は
、
経
済
界
が
一

体
と
な
っ
て
前
歴
の
あ
る
人
た
ち
に
雇
用

の
場
を
確
保
等
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
就
労
支
援
事
業
者
機
構
が

立
ち
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
同
機
構
の
地
方
組
織
と
し
て
、
秋

田
県
に
も
協
力
雇
用
主
の
全
県
的
な
組

織
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
経
済
五
団
体
や
更
生
保
護
関
係
団
体
、

百
二
十
社
余
り
の
協
力
雇
用
主
の
方
々
等

の
参
加
を
得
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
三

日
、
秋
田
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
秋

田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会
の
設

立
総
会
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
、
当
日

は
、
秋
田
地
方
検
察
庁
井
越
検
事
正
に
記

念
講
演
を
行
な
っ
て
い
た
だ
く
等
関
係
機

関
の
御
協
力
等
も
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
百
年
に
一
度
の
経
済
不
況
と
言

わ
れ
て
お
り
、
前
歴
の
あ
る
人
た
ち
の
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
は
益
々
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が

就
労
し
、
自
立
更
生
の
道
を
歩
み
始
め
る

こ
と
が
、
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
に
つ

な
が
る
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
同
会

の
事
業
推
進
の
た
め
に
引
続
き
、
関
係
各

位
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
保
護
観
察
所
だ
よ
り
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瑞
宝
双
光
章

武　

田　

ミ
サ
オ

（
能
代
保
護
区保

護
司
）

畠　

山　

哲　

美

（
能
代
保
護
区保

護
司
）

　

藍
綬
褒
章

本　

田　

良　

治

（
角
館
保
護
区保

護
司
）

木　

村　

リ　

ツ

（
秋
田
東
保
護
区

元
保
護
司
）

秋
の
叙
勲
・
褒
章

　

平
成
二
十
年
度
秋
の
叙
勲
及
び
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の
更
生
保
護
関
係
者

の
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ
り
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お
一
層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

（
敬
称
略
）

高
齢
者
叙
勲

　
　

高　

野　

廣　

道

（
横
手
保
護
区　

元
保
護
司
）

平
成
20
年
11
月
1
日
付

　

更
生
保
護
以
外
の
功
労

旭
日
双
光
章

（
地
方
教
育
行
政
功
労
）

　
　

太　

田　

宥　

子

保
護
司
の
異
動

＊
謹　
賀　
新　
年

秋
田
保
護
観
察
所
長 

当　

摩　

敏　

広

更
生
保
護
法
人
秋
田
県
更
生
保
護

援
護
協
会
理
事
長 

小　

畑　
　
　

悟

更
生
保
護
法
人
秋
田
至
仁
会
理
事
長 

村　

山　

儀　

孝

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長 

目　

黒　
　
　

勵

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長 

太　

田　

宥　

子

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長 

大　

沢　

和　

浩

秋
田
県
更
生
保
護
事
業
協
力
雇
用
主
会
会
長 

小　

畑　
　
　

悟

新
任

　

次
の
方
々
が
新
し
く
保
護
司
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

（
平
成
21
年
１
月
１
日
付
）

菊　

池　
　
　

壽
（
秋
田
中
央
）

菊　

地　
　
　

誠
（
秋
田
中
央
）

湊　
　
　

久
美
子
（
秋
田
中
央
）

鈴　

木　

邦　

子
（
秋
田
中
央
）

夏　

井　

眞
智
子
（
男　

鹿
）

長
谷
川　

成　

子
（
男　

鹿
）

和　

田　

末　

子
（
潟
上
湖
東
）

鈴　

木　

公　

悦
（
潟
上
湖
東
）

畠　

山　

美
喜
雄
（
潟
上
湖
東
）

千　

田　

幸　

一
（
潟
上
湖
東
）

木　

越　

睦　

子
（
大　

館
）

小
笠
原　

哲　

子
（
大　

館
）

丹　

波　
　
　

均
（
大　

館
）

村　

岡　
　
　

昇
（
大　

館
）

兜　

森　

和　

夫
（
大　

館
）

高　

田　

秀　

法
（
鹿　

角
）

佐
々
木　

博　

雄
（
本　

荘
）

佐　

藤　

順　

一
（
本　

荘
）

髙　

橋　

章　

平
（
横　

手
）

柴　

田　

克　

朗
（
横　

手
）

藤　

原　

裕
見
子
（
湯　

沢
）

髙　

橋　

峰　

夫
（
湯　

沢
）

加　

藤　

祐　

子
（
大　

曲
）

木　

元　

克　

典
（
大　

曲
）

鈴　

木　

博　

則
（
大　

曲
）

加　

藤　

秋　

雄
（
大　

曲
）

退
任

　

次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
ご
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。

（
平
成
20
年
12
月
31
日
付
）

菊　

地　

幸　

子
（
秋
田
中
央
）

小　

泉　

環　

子
（
秋
田
中
央
）

川　

村　

義　

男
（
秋
田
中
央
）

髙　

橋　

キ　

ン
（
秋
田
臨
港
）

髙　

橋　
　
　

靜
（
男　

鹿
）

小　

室　

友　

悦
（
潟
上
湖
東
）

佐　

藤　

哲　

生
（
能　

代
）

木　

越　

榮
治
郎
（
大　

館
）

阿　

部　

三　

琅
（
横　

手
）

川　

崎　

幸　

男
（
横　

手
）

石　

川　

一　

夫
（
湯　

沢
）

佐　

藤　

昭　

治
（
大　

曲
）

鎌　

田　

良　

子
（
大　

曲
）

髙　

橋　

茂　

治
（
大　

曲
）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
こ
に
第
四
十
九
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　
「
世
尊
の
二
十
年
の
遺
恩
」
お
釈
迦
様
が

百
歳
の
お
命
を
八
十
歳
に
と
ど
め
ら
れ
ま

し
た
。
あ
と
の
二
十
年
は
児
孫
の
為
に
お

遺
し
下
さ
れ
た
。
遺
恩
、
残
さ
れ
た
お
寿

命
を
我
々
児
孫
に
お
遺
し
下
さ
れ
た
。「
白

豪
光
一
分
の
功
徳
受
用
不
尽
」
白
豪
光
、

仏
様
の
額
に
あ
る
白
豪
の
光
と
い
う
も
の

は
全
世
界
を
照
ら
す
。
一
分
の
功
徳
受
用

不
尽
。
そ
の
功
徳
は
、
ど
れ
ほ
ど
使
っ
て

も
末
世
の
法
孫
が
使
い
切
る
こ
と
の
な
い
、

沢
山
の
福
分
と
い
う
も
の
を
お
釈
迦
様
は

お
遺
し
に
な
り
ま
し
た
。 

櫻
田
元
宏

編
集
後
記
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